
 

 

令和７年度弘前市総合計画審議会の進め方 
 
１ 弘前市総合計画の進行管理 

弘前市総合計画を推進するため、「弘前市協働によるまちづくり基本条例」に基づき、市
民との協働により毎年度、計画の達成度を評価し、見直しを行います。 

「総合計画審議会」において市民等審議委員による計画の進捗状況の確認や、行政の自己
評価等に基づく計画の見直し案への提言を行います。（弘前市総合計画より抜粋） 

 
２ 令和７年度の審議の進め方（方針） 

１）今年度の審議は、弘前市総合計画の二次評価、弘前市総合計画後期基本計画改訂案につ
いて、５回開催を予定しています（書面審議１回を含む）。 

２）弘前市総合計画の二次評価は、 
  〔３ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ + 事務局選定６施策 + 審議会希望２施策 = 11 施策/全 80 施策〕 

の評価を予定しています。事務局選定施策の選定基準は、以下の①②のとおりです。 
①市が推進する重要性が高い施策や課題解決の緊急性の高い施策 
②指標や達成度の進捗が良くない施策や一次評価（市の内部評価）で評価が低い施策 

審議会希望施策については、様式１（二次評価希望施策調査票）により抽出します。 
また、リーディングプロジェクトを含む各施策等への意見については、様式２により 

意見照会します。 
  ３）各回の審議会資料及び議事録を市ホームページにおいて公表します。 
 
３ スケジュール（案） 

第１回 
７月 17 日（木）14:00～ 市役所 市民防災館３階 防災会議室 
令和７年度審議会の進め方説明、リーディングプロジェクト一次評価審議、 
SDGs 未来都市の取組報告 

第２回 
７月 30 日（水）17:30～ 市役所 市民防災館３階 防災会議室 
８施策一次評価審議 

第３回 
８月 19 日（火）～８月 26 日（火） 書面審議 
リーディングプロジェクト・８施策への意見に対する回答審議、二次評価案審議 

第４回 
１月 29 日（木）17:30～ 市役所 市民防災館３階 防災会議室 
総合計画後期基本計画改訂案の審議 

第５回 
２月 10 日（火）16:30～ 市役所 市民防災館３階 防災会議室 
総合計画後期基本計画改訂案の承認 

以 上        
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令和７年度弘前市総合計画 一次評価

リーディングプロジェクト

（１）ひとの健康　　・・・・・・・・・・P.  2
（２）まちの健康　　・・・・・・・・・・P.10
（３）みらいの健康　・・・・・・・・・・P.18

資料２
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リーディングプロジェクト評価シート

【定量評価】
・肥満傾向児の出現率
（小学校５年生）
　　初年度　10.4%
　　基準値　14.1%
　　実績値　15.2%
　　目標値　11.4%

（中学校２年生）
　　初年度   9.0%
　　基準値　11.2%
　　実績値　11.8%
　　目標値　 8.1%

△

△

○

20) 高齢者ふれあい居場所づくり事業

21) 高齢者補聴器購入費助成事業

○

22) あと70ｇ野菜を食べよう推進事業 ○

◎

2) 給食で学ぼう！食育スクール ◎

5) 次世代の健康づくり推進事業

4) 子ども医療費給付事業 ◎

3) こどもの健康×SDGs プログラミング体験事業 ○

○

7) 働き盛り世代の健康アップ推進事業

14) 弘前ヘルスアップル推進事業

16) 食育健康推進事業

＜２　働き盛り世代の
健康と運動の推進＞
・働き盛り世代の運
動習慣の定着や健康
意識の向上に、弘前
大学健康未来イノ
ベーション研究機構
をはじめ官民連携で
取り組むほか、若い
世代のがん発症予
防、早期発見・早期
治療につながる取組
等を推進します。

＜３　高齢者を含む
すべての世代の健康
長寿の推進＞
・子どもから高齢者ま
で、すべての世代を
対象とした食育事業
等を推進するととも
に、高齢者の介護予
防運動や居場所づく
り等の取組を強化し
ます。

○

○

【定量評価】
地域や職場で健康づくりに取り
組む市民の割合
　　初年度　-
　　基準値　9.4%
　　実績値　8.5%
　　目標値　10.6%

△

17) 健やか習慣応援事業

○

9) がん検診受診率向上強化対策事業 ○

6) 働き盛り世代への運動教室開催事業

○

○

○

【定量評価】
メタボリックシンドローム該当
者・予備群の割合
　　初年度　30.9%
　　基準値　33.7%
　　実績値　33.2%
　　目標値　33.7%

◎

10) 胃がんリスク検診事業 ○

【定性評価】
・子どもを対象としたベジチェッ

ク
Ⓡ

測定体験では、「楽しみな
がら野菜を多く食べることへの
意識が高まっている」という声
が聞かれました。
・補聴器を装着した難聴高齢
者から、「家族や友人との会話
が円滑にできるようになった」と
の喜びの声が聞かれました。

○

【SDGsへの貢献の評価】
①貢献した内容／貢献できな
かった内容
・規格外野菜の給食提供やベ

ジチェック
Ⓡ

の測定体験を通じ
て、子どもたちに野菜摂取の大
切さを意識付けることができま
した。（SDGsゴール3、4に関
連）

・ベジチェック
Ⓡ

を企業向けにも
活用したことで、市民の健康意
識向上のみならず企業の健康
経営の機運醸成にもつながり
ましたた。（SDGsゴール3、9、
17に関連）
・子どもへの食育、高齢者への
運動教室や社会参加を促す取
組などを通じて、全世代の健康
と福祉、住み続けられる地域づ
くりに貢献できました。（SDGs
ゴール3、4、11に関連）

②関連するアイコン

○

○

11) 大腸がん検診推進事業

＜１　子どもたちの健
康と運動の推進＞
・子どもの頃からの各
種健康教育や食育、
運動に関する事業を
強化するほか、親の
健康意識の向上や子
育て環境の整備を推
進します。

◎

1) 授業で学ぼう！健康教育事業

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

目指す姿
総合
評価

指標・成果
達成度・

評価
総合
評価

取組内容
達成度・

評価 事業 評価

12) 20・30代健診 ○

19) 高齢者介護予防運動教室事業 ○

18) 岩木健康増進プロジェクト推進事業 ○

○

◎

○

15) 地域で学ぼう！食育講座いただきます

○

13) 糖尿病性腎症重症化予防事業

　　※総合評価、評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

すべての市民が健康
で長生きできるまちづ
くり

○

○

8) 健康とまちのにぎわい創出事業

インパクト アウトカム アウトプット インプット

総合評価（ロジックモデル）
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

■定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえた総合評価

二
次
評
価

一
次
評
価

総合評価 成果

○

＜１　子どもたちの健康と運動の推進＞

・規格外野菜の給食提供校の拡大や、全市立小・中学校の全児童生徒を対象にベジチェックⓇの測定体
験を実施したことで、野菜摂取の大切さを意識づけることができました。（SDGsゴール3、4に関連）
・子ども医療費の完全無償化の実施により、子育て世帯の経済的負担の軽減が図られました。（SDGs
ゴール1、3に関連）

＜２　働き盛り世代の健康と運動の推進＞
・運動教室やQOL健診を通じて企業の従業員やりんご生産者の健康啓発を行うとともに、広く市民の健康
意識の向上と行動変容を図るため、中心市街地での健康イベントの開催や健康アプリの活用を促進しま
した。（SDGsゴール3、9、17に関連）

＜３　高齢者を含むすべての世代の健康長寿の推進＞

・野菜キットを活用した子どもに対するしょくいく（植育・食育）やベジチェックⓇの活用を通じて、子どもから
高齢者まですべての世代の野菜摂取量の増加や健康意識の向上を図ることができました。（SDGｓゴール
3、11、17に関連）
・高齢難聴者に対する補聴器購入費助成については、想定の100件を上回る140件の申請があり、高齢者
の認知症や介護の予防、ひいては住み慣れた地域での自立した生活と健康寿命の延伸に寄与しました。
（SDGsゴール3、11に関連）
※定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえて、記入してください。

 　◎：大いに評価
　　　　できる。
　 ○：概ね評価
　　　　できる。
　 △：課題が
　　　　ある。

課題

＜１　子どもたちの健康と運動の推進＞
・指標「肥満傾向児の出現率」は小学5年生・中学2年生ともに悪化しているため、引き続き、食生活や運動
の大切さを強く意識づける取組が必要です。（SDGsゴール3、4に関連）

＜２　働き盛り世代の健康と運動の推進＞
・指標「メタボリックシンドローム該当者・予備群の割合」は目標を達成しているものの増加傾向にありま
す。また、合併症リスクの高い高血糖者や20代・30代を対象とした健診では、肥満や高血圧の項目で数値
の悪化が見られることから、引き続き、生活習慣病の発症・重症化予防のための支援を行う必要がありま
す。（SDGsゴール3に関連）

＜３　高齢者を含むすべての世代の健康長寿の推進＞
・「肥満傾向児の出現率」は増加傾向にあることから、各家庭の食生活の鍵を握る保護者も巻き込んだ子
どもの頃からの食育・健康づくりを行う必要があります。また、高齢者ふれあいの居場所については、活動
継続が困難で廃止となる居場所もあることから、活動継続や新規開設に向け、生活支援コーディネーター
等と連携した地域一体での高齢者福祉の充実を図る必要があります。（SDGsゴール11に関連）

※定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえて、記入してください。

2
0
2
5
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
内
容

＜１　子どもたちの健康と運動の推進＞
・栄養教諭等による食の指導は、実施希望校が増加傾向にあるため、より多くの児童生徒が指導を受けられるよう、取組方
法や内容を検討するとともに、児童生徒の給食への関心や、給食の大切さを高められるような取組を検討していきます。
（SDGsゴール3に関連）

＜２　働き盛り世代の健康と運動の推進＞
・働き盛り世代のメタボリックシンドロームの予防・改善を目的に、QOL健診で健康意識が高まった受診者に対し、食事や運
動の健康プログラムを併せて提供します。また、がん検診で「要精密検査」と判定された方の精密検査の初回費用を助成
し、がんの早期発見・早期治療を促進します。（SDGsゴール3、9、17に関連）

＜３　高齢者を含むすべての世代の健康長寿の推進＞

・ベジチェックⓇのほか、高齢者ふれあいの居場所の活動継続や新規開設、高齢者補聴器購入費助成などを通じて、全世
代の健康長寿を推進していきます。（SDGｓゴール3、11、17に関連）

※社会・経済状況の変化やSDGsへの貢献も踏まえ、後期基本計画３年目（今年度）に、重点的に取り組む内容について記入してください。

2
0
2
6
年
度
の
方
向
性

＜１　子どもたちの健康と運動の推進＞
・生涯にわたって生活習慣病予防や心身の健康を保つため、子どもの頃から食や健康に関する正しい知識を身に付け、実
践できる取組を進めます。（SDGsゴール3に関連）

＜２　働き盛り世代の健康と運動の推進＞
・QOL健診と健康プログラムを併せて提供する取組を、持続可能な事業スキームにより継続的に実施することで、市民の健
康寿命の延伸や社会保障費の削減、ヘルスケア産業の雇用創出へとつなげていきます。（SDGsゴール3、9、17に関連）

＜３　高齢者を含むすべての世代の健康長寿の推進＞
・働き盛り世代である親を巻き込んだ取組の中で、家族全員の野菜摂取量拡大を図るほか、高齢者のふれあい居場所づく
りや介護予防運動教室の開催、補聴器購入費の助成などを通じて、高齢者の住み慣れた地域での自立した生活の実現と
健康寿命の延伸に向け、地域一体での福祉の充実に努めていきます。（SDGsゴール3、11、17に関連）

※SDGsへの貢献も踏まえ、より成果をもたらすための、または、課題を解決するための、後期基本計画最終年度（2026年度）における取組の方向性について記入してください。

2
0
2
4
年
度
の
総
括
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

■定量評価（プロジェクト指標①-1）

■定量評価（プロジェクト指標①-2）

・地域住民、子どもと保護
者、市内事業者（従業員
とその家族）、高齢者及
び障がい者とその家族

・子どもの頃からの健康教育や食育、運
動を通じ、日頃から子どもと親がともに健
康について意識するようになることで、健
康寿命の底上げが図られます。
・健康無関心層が多い働き盛り世代の意
識改革や行動変容を実現することで、生
活習慣病予防や心身の健康保持につな
がり、健康寿命の延伸が図られます。
・子どもから高齢者まで地域一体で健康
意識が高まるとともに、高齢者が地域で
元気に過ごし、自立した日常生活を継続
して送ることができるようになり、地域の
活性化が図られます。

「対象者(受益者)」 施策により「期待する成果」は何か 評価内容

○

＜１　子どもたちの健康と運動の推進＞

・全市立小・中学校の全児童生徒を対象としたベジチェックⓇ

測定体験では、子どもたちが楽しみながら測定していたとい
う声や、野菜を多く食べることへの意識が高まっているという
声が多く聞かれました。

＜２　働き盛り世代の健康と運動の推進＞
・働き盛り世代の人は、仕事を続けるために健康でいること
が、健康づくりに取組む動機付けとなるため、各企業におい
て健康づくりを大きな柱として取り組む必要があるとの意見
が出されています。

＜３　高齢者を含むすべての世代の健康長寿の推進＞
・高齢者介護予防運動教室の参加者からは、「肩や腰の痛
みが軽減した」「身体が軽くなった」などの声がありました。ま
た、補聴器を装着してみた難聴高齢者からは、「家族や友人
との会話が円滑にできるようになった」との喜びの声が聞か
れました。

－

↓

△
　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

11.4

○ △ －

■定性評価

評価

基準値 実績値一覧 目標値

達成度
(方向)2021年度

2023年度
（2023年度）

2024年度
（2024年度）

2025年度
（2025年度）

2026年度

　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

2023年度
（2023年度）

2024年度
（2024年度）

2025年度
（2025年度）

2026年度
（2026年度）

2026年度

11.8

指標名

計画初年度

2019年度

②肥満傾向児の出現率
（中学校２年生）（％）

9.0

－

達成度

△

実績値一覧 目標値

8.1 ↓

(方向)

基準値

2021年度

2026年度
（2026年度）

①肥満傾向児の出現率
（小学校５年生）（％）

10.4

－

14.1 15.7

－ △ △

15.2

指標名

計画初年度

2019年度

－

11.2 11.1

8.1 

11.1 11.8 

11.2 

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値

11.4 

15.7 15.2 

14.1 

0.0
2.0
4.0
6.0
8.0

10.0
12.0
14.0
16.0
18.0
20.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値

アウトカム
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

■定量評価（プロジェクト指標②）

■定量評価（プロジェクト指標③）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

2025年度
（2024年度）

2026年度
（2025年度）

2026年度

◎

△

基準値 実績値一覧 目標値

達成度

32.6

2023年度
（2022年度）

2024年度
（2023年度）

(方向)2021年度

2022年度
2023年度

（2023年度）
2024年度

（2024年度）
2025年度

（2025年度）
2026年度

（2026年度）
2026年度

－ ◎ ◎

33.2 33.7 ↓

－

33.7

(方向)

基準値 実績値一覧 目標値

達成度

　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

評価

○

－ △ △

■SDGsへの貢献の評価

貢献した内容／貢献できなかった内容 関連するアイコン
＜１　子どもたちの健康と運動の推進＞

・・規格外野菜の給食提供やベジチェック
Ⓡ

の測定体験を通じて、子どもたちに
野菜摂取の大切さを意識付けることができました。（SDGsゴール3、4に関連）
＜２　働き盛り世代の健康と運動の推進＞

・ベジチェック
Ⓡ

を企業向けにも活用したことで、市民の健康意識向上のみなら
ず企業の健康経営の機運醸成にもつながりました。（SDGsゴール3、9、17に関
連）
＜３　高齢者を含むすべての世代の健康長寿の推進＞
・子どもへの食育、高齢者への運動教室や社会参加を促す取組などを通じて、
全世代の健康と福祉、住み続けられる地域づくりに貢献できました。（SDGsゴー
ル3、4、11）

－

地域や職場で健康づくり
に取り組む市民の割合
（％）

―

－

9.4 8.7 8.5 10.6 ↑

指標名

計画初年度

2019年度

メタボリックシンドローム
該当者・予備群の割合
（％）

30.9

－

指標名

計画初年度

2019年度

33.7 
32.6 

33.2 

33.7 

20.0
22.0
24.0
26.0
28.0
30.0
32.0
34.0
36.0
38.0
40.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値

10.6 

8.7 

8.5 

9.4 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2022年度)

目標ライン

実績値
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

活
動
結
果

評
価 ○

活
動
結
果

活
動
結
果

・企業を訪問して運動教室
を実施（7社で計12回、延
べ191人参加）することで
働き盛り世代へ運動する
機会を提供できました。ま
た、運動教室に併せて簡
易型QOL健診（計3回）も
実施し、楽しみながら自身
の健康状態をチェックでき
る機会を創出しました。

評
価 ○

・助成金交付件数は、募集
期間の延長や健康経営認
証事業所へ周知を行った
ことで、4件となりました。
申請数は年々減少してお
り、需要に対する一定の効
果があったと判断し、補助
事業を2024年度で終了し
ました。

評
価 ○

一般財源 2,801 2,471

4,274

特定財源 1,210 1,210

アウトプット
2024年度の総括

No 事業名
インプット

決算額 4,011 3,681

①
授業で学ぼう！健康教育事
業
(教育委員会 学務健康課)

予算額 4,274 4,274

評
価 ◎

活
動
結
果

・2024年度から全市立小・
中学校の全児童・生徒を
対象に実施した「ベジ

チェック
Ⓡ

」の測定体験で
は、子どもたちが楽しそう
に参加していたという意見
が多く寄せられました。
・児童生徒がより健康に対
する正しい知識を習得でき
るよう「健康教育コアカリ
キュラム」の取組内容を見
直しました。

2023年度 2024年度 2025年度

評
価 ◎

・食に関する指導の受講
人数は2023年度から602
人増加の9,217人となりま
した。
・規格外野菜を使用した給
食は、2023年度に実施し
た常盤野小中学校及び東
部給食センターだけでな
く、西部給食センターでも
実施することができまし
た。

決算額 74 13

・親子ワークショップには7
組14名の親子が参加し、
多くの参加者から「野菜を
食べることの大切さや、バ
ランスの良い食事の大切
さを知ることができた」と好
評を得ました。

特定財源 0 0

活
動
結
果

予算額 100 100

決算額 193 200

2026年度

2,608

一般財源 74 13

200

300

一般財源 193 200

予算額 193 200

特定財源 0 0

200

300

⑥

働き盛り世代への運動教室
開催事業
(健康こども部 スポーツ振
興課)

予算額 900 900 600 600

一般財源 300 300 0 0

特定財源 300 300

一般財源 0 361 0 0

特定財源 1,013 360

0

決算額 600 600

決算額 1,013 721

予算額 3,116 3,116 0

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

③
こどもの健康×SDGs プロ
グラミング体験事業
(企画部 企画課)

②
給食で学ぼう！食育スクー
ル
(教育委員会 学務健康課)

⑦
働き盛り世代の健康アップ
推進事業
(健康こども部 健康増進課)

④
子ども医療費給付事業
（健康こども部 こども家庭
課)

予算額 500,879 607,000 593,590 573,973

活
動
結
果

・18歳に達した日の属する
年度末日までの子どもの、
通院・入院に係る医療費
（保険診療分）の自己負担
分を給付したことで、子育
て世帯の経済的負担が軽
減されました。

1,160 1,218 741 741

活
動
結
果

・幼児健診時の生活習慣
アンケートにより、子どもの
生活習慣状況を把握しま
した。
・動画の放映、親子体操食
育教室等の実施、幼児健
診時の肥満指導と継続支
援により、食習慣と生活習
慣確立につなげました。

評
価 ◎

決算額 547,799 591,223

特定財源 89,181 77,971

一般財源 458,618 513,252 0 0

２
　
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
と
運
動
の
推
進

１
　
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
運
動
の
推
進

評
価 ○

決算額 698 638

特定財源 0 0

一般財源 698 638 0 0

⑤
次世代の健康づくり推進事
業
(健康こども部 健康増進課)

予算額

アウトプット インプット
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

37,45838,957

○
評
価

活
動
結
果

決算額

評
価 ○

2024年度の総括

アウトプット

一般財源

決算額

19,479 18,729

評
価 ○

特定財源 2,271 3,352

2,271 3,352

・QOL健診の普及展開に
おいて、健康プログラムを
併せて提供し生活習慣改
善を図る等、働き盛り世代
へアプローチすることがで
きました。中心市街地にお
ける健康イベントの実施や
健康アプリの活用などによ
り、賑わい創出が図られま
した。

18,729

0 0

活
動
結
果

0

0

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

⑧
健康とまちのにぎわい創出
事業
（企画部 企画課）

予算額 38,957 37,458 0

特定財源 19,478

一般財源

No 事業名
インプット

予算額 4,643 2,613

⑨

0

4,902

⑩
胃がんリスク検診事業
(健康こども部 健康増進課)

予算額 5,409 5,172 4,902

特定財源 0 0

一般財源 3,054 2,990

決算額 3,054 2,990

・検診の対象者について、
40歳に加え、2023年度か
ら42歳の未受診者も対象
とした結果、前年度よりも
受診者数が増加しました。
42歳の対象者について
は、111人が受診し、将来
的な胃がんの発症予防に
つなげることができたこと
から、機会拡大の効果が
現れたと考えられます。

活
動
結
果

・WEB予約サービスの予約
件数が昨年度に比べて
110件増加しました。
・市のSNSを用いて、ナッ
ジ理論を取り入れたがん
検診PR記事や、集団検診
の受け方の記事を掲載す
ることで、インターネットを
活用した受診勧奨を行い
ました。

9,550

評
価 ○

9,550

評
価 ○

1,352
・2021（R3）年度から採便
キットと問診票を送付して
おり、対象者は、予約をし
なくても検体を提出するだ
けで、大腸がん検診が受
診できるようになっていま
す。これにより、従来の無
料クーポン券を送付する
方法よりも受診者数は増
加し、2024（R6）年度もお
おむね受診率を維持でき
ています。

活
動
結
果

・生活習慣病のリスクに応
じて、保健指導を実施し、
血糖や腎機能に関する項
目は改善傾向にあります。
しかし、血圧に関する項目
は悪化傾向にあり、男性
の肥満者の割合も高い傾
向が続いています。

決算額 9,399 8,500
評
価 ○

3,970

活
動
結
果

⑪
大腸がん検診推進事業
(健康こども部 健康増進課)

予算額 1,214 1,214 1,352

特定財源 0 0

一般財源 945 964

決算額 945 964

⑫

評
価 ○

9,480

特定財源 0 0

一般財源 9,399

3,356 3,970

9,480

0

5,862

活
動
結
果

・特定健診結果で本事業
の対象となった方の約5割
に対して、受診勧奨、保健
指導が実施できており、そ
の結果として、糖尿病未治
療・治療中断者の割合は
横ばいで推移しています。
・合併症リスクの高い高血
糖者は減少傾向にありま
す。

決算額 3,356

20・30代健診
(健康こども部 健康増進課)

予算額 10,442 10,171

糖尿病性腎症重症化予防
事業
(健康こども部 国保年金課)

予算額

8,500

5,070 10,713 5,862

特定財源 0

一般財源

⑭
弘前ヘルスアップル推進事
業
（農林部 りんご課）

予算額 10,590

特定財源

0

⑬

決算額 8,045 8,544

4,105

10,590 10,190

4,382一般財源

3,940

0 0

活
動
結
果

・QOL健診を実施し、りん
ご生産者の健康啓発を
行ったほか、非破壊による
機能性成分の計測手法を
検討し、消費者の健康に
寄与するりんごの供給拡
大に向けて取り組みまし
た。

4,162

がん検診受診率向上強化
対策事業
(健康こども部 健康増進課)

２
　
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
と
運
動
の
推
進

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （１）ひとの健康（すべての市民が健康で長生きできるまちづくり）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

評
価 ○

決算額 570 651

特定財源 438 501

一般財源 132 150

高齢者ふれあい居場所づく
り事業
(福祉部 介護福祉課)

予算額 1,450 1,222 1,128 1,322

活
動
結
果

・居場所登録数40か所を
目標としていましたが、38
か所の登録にとどまりまし
た。⑳

評
価 ◎

決算額 4,050

特定財源 0

一般財源 4,050

㉑
高齢者補聴器購入費助成
事業

予算額 3,000 3,000 3,000

活
動
結
果

・想定の100件を上回る140
件の申請があり、実際に
補聴器を装着された方か
らは「家族や友人との会話
が円滑にできるようになっ
た」などの喜びの声が聞か
れました。

1,248

活
動
結
果

・地域での健康講座を107
回開催し、延べ2,128人が
参加し、望ましい生活習慣
の定着につなげる普及啓
発活動を実施しました。
・健やか習慣応援キャン
ペーンでは「初めて家庭血
圧測定を継続して行った」
という方もおり、参加者の
生活習慣の見直しにつな
がりました。

評
価 ○

決算額 439 1,112

特定財源 613

一般財源 439 499 0 0

評
価 ○

評
価 ○

評
価 ○

評
価 ○

アウトプット

2024年度の総括

活
動
結
果

・幼児とその保護者を対象
に、りんご食育健康講座を
開催し、果物や野菜摂取
の必要性を普及啓発でき
ました。
・健康都市弘前「幼児期の
食育研修会」を開催し、保
育施設等との情報共有及
び連携強化を図りました。

決算額 1,045 884

1,045 884一般財源

活
動
結
果

・対象者を岩木地区以外
の市民にも拡充するととも
に、岩木地区の20～50歳
代の方への個別通知や、
防災無線による受診勧奨
を行い、受診者数は1,162
人と、前年より226人増加
しました。0 0418

842 849

一般財源

特定財源 0 0

464

⑮
地域で学ぼう！食育講座い
ただきます
(教育委員会 中央公民館)

予算額 525

食育健康推進事業
(健康こども部 健康増進課)

予算額 1,146

一般財源

決算額 183

No 事業名
インプット

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

特定財源 39,570 37,350

一般財源

決算額 48,506

⑯

決算額 464 418

855

⑰ 健やか習慣応援事業

予算額 1,032 1,237 1,248

活
動
結
果

・食育講座を中央公民館
及び12区域で計18回実施
したことで、延べ312人が
食への興味・関心を高める
ことができました。

予算額 2,194 2,968

11,874 11,156

56,505

活
動
結
果

・高齢者健康トレーニング
教室は、ヒロロスクエアで
の開催回数が減少したた
め2023年度より全体利用
者数が減少しました。
・パワリハ運動教室は年々
利用者が増加しており、よ
り多くの方に利用いただけ
るようルールを見直しまし
た。

特定財源 0 0

2,968

0特定財源

予算額 50,653

決算額

特定財源

1,683

422

活
動
結
果

・市内企業を対象にベジ

チェック
Ⓡ

の測定値を競うイ
ベントを実施したところ、期
間中の測定値が平均1.2ポ
イント高くなり、市民の健康
意識の向上に寄与しまし
た。

決算額 2,105

一般財源

674,740

評
価 ○

720,968 0

一般財源 575,236 0 0

計画事業合計
（計画事業の総合評価）

予算額 640,929 754,080 704,353 678,774

157,401 146,231 0 0

0

517,598

特定財源

⑲
高齢者介護予防運動教室
事業
(福祉部 介護福祉課)

525 525 525

183 388

51,624

0

1,117 983 1,117

388

49,197 52,605

855

３
　
高
齢
者
を
含
む
す
べ
て
の
世
代
の
健
康
長
寿
の
推
進

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

㉒
あと70ｇ野菜を食べよう推進
事業

⑱
岩木健康増進プロジェクト
推進事業
(健康こども部 健康増進課)

予算額

8
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リーディングプロジェクト評価シート

【定量評価】
市民（納税義務者）一人当たり
の課税対象所得
　　初年度　2,783千円
　　基準値　2,819千円
　　実績値　2,958千円
　　目標値　3,000千円

◎

△

【定量評価】
弘前市は住みよいまちだと思
う市民の割合
　　初年度　58.0%
　　基準値　63.3%
　　実績値　53.6%
　　目標値　67.3%

△

【定性評価】
・農業者からは、「離農する際
に、園地継承円滑化システム
を活用したことにより、りんごを
伐採せずに担い手に継承する
ことができた」、「新規就農時に
経済寿命が残るりんご園地を
取得することができ、収入確保
につながった」との声をいただ
きました。

◎

18) 渋滞対策事業 ○

　　※総合評価、評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

快適なくらしを送れる
まちづくり ○ ○

＜３　住みよいまちづ
くりの推進＞
・市民との協働による
雪対策、渋滞対策、
ごみの減量化・資源
化による循環型社会
の推進、安全・安心
な地域づくりなどに取
り組みます。

○

【SDGsへの貢献の評価】
①貢献した内容／貢献できな
かった内容

・園地継承円滑化システムに
より、担い手へ農地の集約・集
積が図られました。（ゴール２、
８）
・健康づくりのまちなか拠点の
整備及び健康とまちのにぎわ
い創出事業を着実に促進する
ことで、あらゆる年齢の人々の
健康づくりにつながりました。
(ゴール３、９）
・ゼロカーボンシティひろさき推
進協議会の設立準備会を開催
しました。（ゴール13）

②関連するアイコン

○

14) 犯罪被害者等支援事業 ○

1) りんご園等改植事業負担金 ○

2) 後継者不在園地継承等円滑化事業 ○

15) 防犯カメラ整備管理事業 ◎

16) 除排雪事業 ○

17) まちなかお出かけパス事業 ○

11) 津軽地域ごみ処理広域化協議会負担金 ○

12) 地域エネルギープロジェクト事業化支援事業 ○

13) 信号機のない横断歩道歩行者優先啓発事業 ○

7) 健康づくりのまちなか拠点整備事業 ◎

8) 空き店舗対策事業 ◎

9) 学びを応援！まちなかにぎわい創出実証事業 ○

10) 歩きたくなるまちなか形成事業 ○

3) 企業立地推進事業 ○

5) 神戸プロモーション事業 ◎

6) 健康とまちのにぎわい創出事業 ○

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

目指す姿
総合
評価

指標・成果
達成度・

評価
総合
評価

取組内容
達成度・

評価 事業 評価

4) スタートアップ創出支援事業 ◎

＜１　足腰の強い産
業の育成＞
・日本一のりんご産
地の維持・発展や農
地の円滑な継承、健
康医療関連産業の
誘致、地域資源を活
かした観光振興など
に取り組みます。

○

【定量評価】
中心市街地の通行量
　　初年度　17,472人
　　基準値　10,918人
　　実績値　11,589人
　　目標値　17,472人

○

＜２　中心市街地の
機能強化＞
・中心市街地におけ
る健康・医療、福祉、
子育てなどの機能強
化、まちなかの賑わ
い創出などに取り組
みます。

インパクト アウトカム アウトプット インプット

総合評価（ロジックモデル）
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

■定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえた総合評価

二
次
評
価

※定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえて、記入してください。

＜１　足腰の強い産業の育成＞
・日本一のりんご産地を持続可能なものとするため、引き続き県などと連携しながら、重点的かつ強力に放任園の解消を
進め、2025年度の解消目標面積である28ｈａの達成を目指します。（SDGｓゴール２に関連）
・産業用地の整備促進のため、2024年度に策定した企業立地戦略プランの内容を踏まえ、適地選定調査と企業ニーズア
ンケート調査を実施します。（SDGｓゴール８に関連）

＜２　中心市街地の機能強化＞
・新たな空き店舗の発生を抑制するため、関係機関等との連携を強化するほか、空き店舗対策事業費補助金の予算を
500万円増額し、空き店舗対策に取り組みます。（SDGｓゴール８に関連）
・中心市街地活性化のため、市民参加型のまちづくり会議「弘前まちなか未来会議」と、ワークショップ型の「まちなか未来
ラボ」設置により市民等の意見・ニーズを聴取し、課題や取り組むべき事業を整理します。（SDGsゴール８に関連）

＜３　住みよいまちづくりの推進＞
・建設業就業者の高齢化や若者の建設業離れにより、雪対策の担い手の減少が懸念されていることから、中長期的な雪
対策の担い手確保を目的として、除雪オペレーターに必要な資格取得等に要する経費の一部補助や、若手除雪オペレー
ターを対象とした講習会を実施します。（SDGsゴール11に関連）
・環境省の補助金を活用して、エネルギー事業で生み出した利益を再生可能エネルギー事業に再投資するほか、利益を
その他の地域課題解決に資する事業に還元する、持続的な仕組み「シュタットベルケ」の構築を目指します（SDGｓゴール
７、８、９に関連）

※社会・経済状況の変化やSDGsへの貢献も踏まえ、後期基本計画３年目（今年度）に、重点的に取り組む内容について記入してください。

＜１　足腰の強い産業の育成＞
・新たな産業用地の整備に向けて、造成計画等を位置づけた基本計画を策定するほか、2027年度に国の補助金を活用す
るための申請手続きを進めていきます。（SDGｓゴール８に関連）

＜２　中心市街地の機能強化＞
・第３期弘前市中心市街地活性化基本計画について、2026年度内の認定に向けて着実に取組を進めていきます。（SDGs
ゴール８に関連）

＜３　住みよいまちづくりの推進＞
・弘前大学周辺に設置している防犯カメラ20台について、弘前大学の学生、周辺の町会との協働により設置箇所を再検討
し、更新します。また、東地区モデル事業を他地区にも普及・発展することを見据え、取組の効果を検証するほか、モデル
事業終了に向けて、地域との協働により東地区での取組を再検討します。（SDGsゴール５、16に関連）
・渋滞対策事業は未対策箇所について用地買収が必要となり新規の事業化が難しい状況のため、県道の渋滞緩和に向
けて関係機関への要望を行っていきます。（SDGsゴール９､11に関連）

※SDGsへの貢献も踏まえ、より成果をもたらすための、または、課題を解決するための、後期基本計画最終年度（2026年度）における取組の方向性について記入してください。

　　◎：大いに評価
　　　　できる。
　　○：概ね評価
　　　　できる。
　　△：課題が
　　　　ある。

2
0
2
5
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
内
容

2
0
2
6
年
度
の
方
向
性

一
次
評
価

総合評価 成果

＜１　足腰の強い産業の育成＞
・地域経済への波及効果が高い革新的な技術やビジネスモデルに基づいた事業に取り組むスタート
アップの創出・拡大を図るため、新たにスタートアップ創出支援事業費補助金により、商品開発、販路拡
大に取り組む２事業者を支援しました。（SDGsゴール８・９に関連）
・病害虫の発生源となるリンゴ放任園対策として、2024年5月に「放任園ゼロ宣言」を行い、2026年度ま
での３年間で放任園を解消することを目標としました。2024年度の解消目標面積を、2023年度の解消面
積の10倍となる15ｈａに設定し、予算を増額し目標達成に向けて鋭意取り組んだ結果、2024年度は14.5
ｈａの放任園が解消されました。（SDGｓゴール２に関連）
＜２　中心市街地の機能強化＞
・空き店舗対策事業費補助金の予算を700万円増額し、中心市街地の空き店舗活用を支援した結果、
新規開業が例年より多い８件（2023年度は５件）あり、空き店舗率は2023年度の15.3%から、2024年度は
13%となり2.3ポイント改善しました。（SDGsゴール８に関連）
＜３　住みよいまちづくりの推進＞
・渋滞対策事業により、茂森新寺町線（通称：加藤坂交差点）の対策が完了したことで渋滞緩和が図ら
れています。（SDGsゴール9､11に関連）

※定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえて、記入してください。

課題

＜１　足腰の強い産業の育成＞
・りんご産業においては、人口減少や高齢化により担い手や補助作業員が減少していることから、今後
も日本一のりんご産地であり続けるため、生産量の確保や農地の有効活用をこれまで以上に推進して
いく必要があります。（SDGsゴール２、８に関連）

＜２　中心市街地の機能強化＞
・空き店舗率は15.3%から13%となり2.3ポイント改善したものの、空き店舗対策に引き続き取り組む必要
があります。（SDGsゴール８に関連）

＜３　住みよいまちづくりの推進＞
・再生可能エネルギーの導入・地産地消に向けて、地域事業者にとって継続性・事業性が確保されてお
り、地域実装できる事業モデルを構築する必要があリます。（SDGsゴール13、17に関連）

2
0
2
4
年
度
の
総
括

○
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

■定量評価（プロジェクト指標①）

■定量評価（プロジェクト指標②）

17,472 10,918 10,952 11,589 17,472 ↑

－ －
　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

◎
　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

・りんご生産者、農業者、
新規就農者、誘致企業、
地元企業、当市への進
出を検討している企業、
観光関連事業者、住民
全般、事業者全般、学
生、高齢者

・基幹産業である農業では、日本一のりん
ごの生産量が確保され、農地の有効利用
が進むほか、健康医療関連産業*の立地
などにより、足腰の強い産業が育成されて
います。
・中心市街地*の担う機能が充実し、多様
な目的を持った来街者が増加することで
賑わいが創出されるなど、経済循環が活
性化しています。
・効果的な除排雪による快適な雪国生
活、渋滞の緩和などにより、一年を通して
安心して暮らせる生活環境が整備される
など、住みよいまちづくりが推進されてい
ます。

＜１　足腰の強い産業の育成＞
・農業者からは、「離農する際に、園地継承円滑化システムを活用
したことにより、りんごを伐採せずに担い手に継承することができ
た」、「新規就農時に経済寿命が残るりんご園地を取得することが
でき、収入確保につながった」との声をいただきました。

＜２　中心市街地の機能強化＞
・「まちの未来スクール」参加者から、日常では関わりのない貴重な
話を聞いて起業にあたって必要なモノコトを学び、自分がやりたい
ことへの考えもさらに深まったとの声をいただきました。

＜３　住みよいまちづくりの推進＞
・「産学官民金が会員となるゼロカーボンシティひろさき推進協議会
が設立されることで、市と民間事業者との協働が進むことを期待し
ている」との声をいただきました。

○

指標名

市民（納税義務者）一人
当たりの課税対象所得
（千円）

指標名

中心市街地の通行量
（人）

計画初年度 基準値 実績値一覧 目標値

2019年度 2021年度
2023年度

（2023年度）
2024年度

（2024年度）
2025年度

（2025年度）
2026年度

（2026年度）
2026年度 (方向)

達成度

○ ○ － ○

2,783 2,819 2,931 2,958 3,000 ↑

－ － ◎ ◎ －

計画初年度 基準値 実績値一覧 目標値

2019年度
（2019年）

2021年度
（2020年）

2023年度
（2022年）

2024年度
（2023年）

2025年度
（2024年）

2026年度
（2025年）

2026年度
（2025年）

(方向)
達成度

■定性評価

「対象者(受益者)」 施策により「期待する成果」は何か 評価内容 評価

17,472 

10,952 
11,589 

10,918 

10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000
18,000
19,000

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値

3,000 

2,931 
2,958 

2,819 

2,700
2,750
2,800
2,850
2,900
2,950
3,000
3,050
3,100

基準値 2023年度

（2022年）

2024年度

（2023年）

2025年度

（2024年）

2026年度

（2025年）

(2021年度

（2020年）)

目標ライン

実績値

アウトカム
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

■定量評価（プロジェクト指標③）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

指標名 達成度

弘前市は住みよいまちだ
と思う市民の割合（％） △

　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

58.0 63.3 63.5 53.6 67.3 ↑

－ － ○ △ －

■SDGsへの貢献の評価

貢献した内容／貢献できなかった内容 関連するアイコン 評価
＜１　足腰の強い産業の育成＞
・園地継承円滑化システムにより、担い手へ農地の集約・集積が図られました。
（SDGsゴール２、８に関連）

＜２　中心市街地の機能強化＞
・健康づくりのまちなか拠点の整備及び健康とまちのにぎわい創出事業を着実に
促進することで、あらゆる年齢の人々の健康づくりにつながりました。(SDGsゴー
ル３、９に関連）

＜３　住みよいまちづくりの推進＞
・ゼロカーボンシティひろさき推進協議会の設立準備会を開催しました。（SDGｓ
ゴール13に関連）。

○

計画初年度 基準値 実績値一覧 目標値

2019年度 2021年度
2023年度

（2023年度）
2024年度

（2024年度）
2025年度

（2025年度）
2026年度

（2026年度）
2026年度 (方向)

67.3 

63.5 

53.6 

63.3 

52.0
54.0
56.0
58.0
60.0
62.0
64.0
66.0
68.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

１
　
足
腰
の
強
い
産
業
の
育
成

２
　
中
心
市
街
地
の
機
能
強
化

⑥

③

No

④

健康とまちのにぎわい創出
事業
(企画部 企画課)

活
動
結
果

・QOL健診の普及展開にお
いて、拡充した内容で様々
な側面から、働き盛り世代
へアプローチすることができ
ました。
・中心市街地における健康
関連イベントの実施、健康ア
プリ（kencom）を活用した中
心市街地での健康的な活動
の促進等により、来街者増
加や賑わい創出に寄与しま
した。

評
価 ○

⑦

健康づくりのまちなか拠点整
備事業
(企画部 健康づくりのまちな
か拠点整備推進室)

活
動
結
果

・旧市立病院は設計に基づ
き工事に着手し、予定どおり
工事を進めています。
・旧第一大成小学校は、既
存の建物をすべて解体し、
広場全体の整備工事の実
施設計を行いました。
・市民等懇談会を実施し、よ
りよい整備や管理運営のあ
り方について意見聴取を行
いました。

評
価 ◎

一般財源 12,851 34,943

一般財源 19,479 18,729

予算額 112,561 1,131,838

企業立地推進事業
(商工部 産業育成課)

活
動
結
果

・継続的な誘致活動、きめ
細かな立地サポートによ
り、２件の誘致認定につな
がりました。
・企業立地戦略プランを策
定し、今後の取組方針を明
確化しました。

評
価 ○

⑤
神戸プロモーション事業
（観光部 国際広域観光課)

活
動
結
果

・弘前ねぷたの展示・練り
歩きや、物産販売等を行う
「弘前ねぷたin神戸2024」
に約49,000人（推計）を集
客し、当市の魅力をPRしま
した。
・当該イベントの実施を契
機に、神戸市の若手クリエ
イターがねぷたを制作し、
弘前ねぷたまつりの合同
運行に参加するなど、都市
間交流が深まりました。

評
価 ◎

一般財源 8,949 8,964

一般財源 15,032 18,014

予算額 9,382 9,382

事業名

①
りんご園等改植事業負担金
（農林部 りんご課)

活
動
結
果

・2023年度と比較して、桃
やぶどうなどの特産果樹
の植栽面積が３割増えまし
た。
・果樹複合経営化が推進さ
れ、農業経営の安定化に
寄与しました。

評
価 ○

②
後継者不在園地継承等円滑
化事業
(農林部 農政課)

活
動
結
果

・園地（農地）のさらなる継
承を図るため、果樹の新植
に適した保全管理畑の情
報公開や、規模を拡大した
い農業者の情報公開に向
けた準備を進め、「園地継
承円滑化システム」の更な
る利便性向上に取り組み
ました。

評
価 ○

一般財源 11,092 9,440

一般財源 22,000 22,000

予算額

決算額 95,571 663,443

特定財源 82,720 628,500

5,126,852

決算額 38,957 37,458

特定財源 19,478 18,729

予算額 38,957 37,458 0 0

決算額 8,949 8,964

特定財源 0 0

9,690 9,382

決算額 15,032 18,014

特定財源 0 0

予算額 62,067 59,916 31,319 31,319

決算額 11,092 9,440

特定財源 0 0

8,752 11,000 2,000 0

決算額 22,000 22,000

特定財源 0 0

インプット アウトプット
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括

予算額 22,000 22,000 22,000 22,000

スタートアップ創出支援事業
（商工部 産業育成課)

予算額 2,000 2,000 2,000

活
動
結
果

・スタートアップ創出支援事
業費補助金により、革新的
な技術やビジネスモデルに
基づいた商品開発や販路
拡大に取り組む、２事業者
を支援しました。

評
価 ◎

決算額 2,000

特定財源 0

一般財源 2,000

アウトプット インプット
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

２
　
中
心
市
街
地
の
機
能
強
化

３
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑫

⑩

地域エネルギープロジェクト
事業化支援事業
(市民生活部 環境課)

活
動
結
果

・産学官民金が会員となる
ゼロカーボンシティひろさき
推進協議会の設立準備会
を2024年12月に開催し、市
と民間事業者の脱炭素に
向けた意識の共有を図り
ました（当該協議会は2025
年４月に設立済み）。

評
価 ○

⑬
信号機のない横断歩道歩行
者優先啓発事業
(都市整備部 地域交通課)

活
動
結
果

・オリジナルのぼり旗の配
布（263本）、小学校での横
断歩道渡り方教室の開催
（７校）、街頭での啓発活動
（４回）を行い、意識啓発を
図りました。 評

価 ○
特定財源 0 0

一般財源 1,156 449

予算額 1,464 708 540

歩きたくなるまちなか形成事
業
(都市整備部 都市計画課)

活
動
結
果

・ひろさき『まちなかピク
ニック』を実施したほか、ま
ちづくりプレイングマネー
ジャーが構築した「まちの
未来スクール2024」を実施
し、エリア再生に寄与する
人材の育成が図られまし
た。
・都市再生特別措置法に
基づく道路占用特例制度
を活用した県内初の取組と
して、遊歩道上のオープン
テラスで賑わいを創出する
民間発の取組が始まりまし
た。

評
価 ○

⑪
津軽地域ごみ処理広域化協
議会負担金
(市民生活部 環境課)

活
動
結
果

・弘前地区環境整備事務
組合と黒石地区清掃施設
組合を構成する８市町村
が、ごみの共同処理に向
けて準備を進めている広
域化協議について、101項
目すべての調整を終えまし
た。
・令和８年度からの共同処
理に向け、順調に進んでい
ます。

評
価 ○

特定財源 0 0

一般財源 1,299,503 1,447,780

予算額 1,299,605 1,447,766

事業名

⑧
空き店舗対策事業
(商工部 商工労政課)

活
動
結
果

・空き店舗の活用ニーズを
踏まえて、予算を増額した
ことなどから、交付実績は
例年より多い８件（2023年
度は５件）となり、空き店舗
解消と中心市街地の活性
化に寄与しました。

評
価 ◎

⑨
学びを応援！まちなかにぎ
わい創出実証事業
（商工部 商工労政課）

活
動
結
果

・中心市街地のカフェなど
を、10店舗の協力のもと、
学生の無料勉強スペース
として提供する実証事業を
6月18日から3月17日まで
の9ヵ月間実施し、利用者
数は809人でした。

評
価 ○

特定財源

一般財源 515 380

予算額

540

決算額 1,156 449

特定財源 7,342 7,014

一般財源 2,455 3,832

予算額 10,236 9,967 25,072 3,072

決算額 9,797 10,846

1,428,700 1,140,305

決算額 1,299,503 1,447,780

特定財源 17,300 9,964

一般財源 12,811 9,964

予算額 32,100 25,400 22,100 22,100

決算額 30,111 19,928

582 572 622

決算額 515 380

特定財源 4,411 10,036

一般財源 0 0

予算額 7,250 13,150 8,900 12,250

決算額 4,411 10,036

インプット アウトプット

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （２）まちの健康（快適なくらしを送れるまちづくり）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

３
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

⑱

⑯

渋滞対策事業
(建設部 土木課)

除排雪事業
(建設部 道路維持課)

事業名

⑭
犯罪被害者等支援事業
(市民生活部 市民協働課)

活
動
結
果

・茂森新寺町線の右折車
線整備が2024年７月に完
了し、当該路線の交通渋
滞が緩和されています。

評
価 ○

計画事業合計
（計画事業の総合評価）

一般財源 2,108,263 3,459,625 0 0

4,648,177 0 0

特定財源 263,372 1,188,552 0 0

3,800

活
動
結
果

・寒波が長期間居座ったこ
とで、観測史上最大となる
積雪深160cmを記録し、さ
らに平年より気温が高かっ
たことから、湿った重い雪
となる傾向がみられ難しい
対応を迫られました。
・道路の除排雪作業をはじ
め、地域と行政が連携する
雪対策の推進や情報発信
に取り組みました。

評
価 ○

⑰
まちなかお出かけパス事業
(都市整備部 地域交通課)

活
動
結
果

・交通事業者と連携し、希
望者761人全員におでかけ
シニアパスを配布し、公共
交通の移動の利便性向上
につなげました（利用枠定
員は800人）。

評
価 ○

10,058

1,868,483

10,613 10,613 10,613

2,368,530

500,047

⑮
防犯カメラ整備管理事業
（市民生活部 市民協働課）

活
動
結
果

・画像を警察に提供するこ
とで、事件の解決に貢献し
ています。
・城西小学校区と西小学校
区において防犯カメラを10
基設置しました。
・東地区においては、防犯
教室などで防犯意識の啓
発が図られました。

評
価 ◎

291 2,737

特定財源 0 2,251

予算額 666 2,925 4,434 446

決算額 2,371,635

一般財源 1,147

一般財源 2,909

予算額 16,000

一般財源 698,065

予算額 10,664

決算額 811,179

特定財源 113,114

決算額

予算額 2,633,286 3,793,835 7,711,352 2,254,537

決算額 14,406 15,811

特定財源 13,259 12,011

8,500 16,000

決算額 8,657 10,058

特定財源 5,748 0

一般財源 291 486

予算額 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000

一般財源 8 303

インプット アウトプット

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括

予算額 1,000 640 510 510

活
動
結
果

・市役所職員及び弘前圏
域市町村職員対象の研修
会を実施し、犯罪被害に関
する正しい知識などを学ぶ
機会を創出しました。
・市民向け啓発活動として
パネル展を開催し、犯罪被
害者への支援の必要性に
関する市民の理解が深ま
りました。

評
価 ○

決算額 8 303

特定財源 0 0

16
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リーディングプロジェクト評価シート

地域の未来を担うひ
とづくり ○ ○

＜１　地域課題に取り
組む人材の育成＞
・課題解決のために
企画立案し、実践活
動につなげ、地域資
源を活用しながら学
ぶことを通して、地域
への愛着と課題解決
力を育みます。

◎

＜２　地域産業を支え
る人材の育成＞
・農業、商工業、観光
業など、本市の産業
を担う人材の育成に
取り組みます。

○

【SDGsへの貢献の評価】
①貢献した内容／貢献できな
かった内容
・「まちなかキャンパスプロジェ
クト」では地域の企業と関わり
ながら、問題解決に向けたプロ
ジェクトの企画・実践を通して、
地域志向の知見を養いまし
た。また「高校生まちづくりクラ
ブ STEP」では、地域や地域住
民と関わることで地元への愛
着を育み、地域への理解を深
めました。（ゴール11）
・児童館・児童センター冷房設
備整備事業では、予定してい
た児童館６館、児童センター７
館への冷房設備設置を夏前ま
でに完了し、児童・生徒の熱中
症予防が図られました。（ゴー
ル3）

②関連するアイコン

○

【定量評価】
町会や公民館、学校やPTA、
NPO・ボランティア団体、企業
などが行う地域の活動やイベ
ントに参加している市民の割合
　　初年度　29.6%
　　基準値　25.1%
　　実績値　24.4%
　　目標値　35.0%

△

【定量評価】
地域産業を支える人材育成事
業参加者数
　  初年度　―
　　基準値（2022年度）
　　　　　　　　563人
　　実績値   796人
　　目標値　 676人

◎

【定量評価】
子どもにとって学習しやすい教
育環境だと思う市民の割合
　　初年度　46.1%
　　基準値　41.7%
　　実績値  36.2%
　　目標値　50.0%

△

【定性評価】
・観光事業者からは、津軽圏域
DMO推進事業において、本市
を含む圏域が連携し、多様化
する観光ニーズに対応したこと
により、誘客促進が図られてい
るとの評価がありました。
・「学ぶ力」向上事業などに取り
組んだ結果、学識経験者か
ら、「授業がよくわかると回答
する児童生徒の割合が高く、
弘前市の教員による努力の成
果である」という声をいただきま
した。

○

＜３　学習環境等の
整備＞
・AIドリルを小・中学
校に導入することで、
児童生徒の学力の向
上を図ります。また、
小・中学校の改築、
小・中学校及び体育
施設のトイレの洋式
化、児童館・児童セン
ターへのエアコン設
置を進めることで、よ
り快適に各施設を利
用してもらえる環境を
整備します。

○

19)「学ぶ力」向上事業 ◎

20) 小・中学校長寿命化改修・改築事業 ○

21) 小・中学校トイレ洋式化事業 ○

22) 児童館・児童センター冷房設備整備
事業 ○

23)社会体育施設トイレ環境整備事業 ○

　　※総合評価・評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

12) 地域産業魅力体験事業 ○

13) 地元就職マッチング支援事業 ◎

14) 中学生×医師交流プログラム ○

15)メディカルスタッフについて学ぼう ○

16) 来て・見て・学ぼう！医療福祉体験 ○

17) ひろさきガイド学校運営事業 ◎

18) 津軽圏域DMO推進事業 ○

4) ボランティア支援事業 ◎

5)持続可能な町会支援事業 ◎

6) ＱＯＬ健診普及推進事業 ◎

7)ひろさき健幸増進リーダー活動支援事
業 ○

8) 弘前市健康づくりサポーター制度 ○

9) 食生活改善推進員活動支援事業 ◎

10) 除雪オペレーター担い手確保事業費
補助金 ◎

11) ひろさき農業新規参入加速化事業 ○

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

目指す姿
総合
評価

指標・成果
達成度・

評価
総合
評価

取組内容
達成度・

評価 事業 評価

1) 地域に踏み出すひとづくり推進事業 ○

2) 地域マネジメント人材育成プログラム
構築事業 ◎

3)市民参加型まちづくり１％システム支援
事業 ◎

インパクト アウトカム アウトプット インプット

総合評価（ロジックモデル）
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

■定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえた総合評価

二
次
評
価

一
次
評
価

2
0
2
4
年
度
の
総
括

○

 　◎：大いに評価
　　　　できる。
　 ○：概ね評価
　　　　できる。
　 △：課題がある。

2
0
2
5
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
内
容

2
0
2
6
年
度
の
方
向
性

※定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえて、記入してください。

＜１　地域課題に取り組む人材の育成＞
・除雪オペレーターに必要な資格取得等に要する経費の一部補助（20名への支給を想定）や、若手除雪オペレーターを対
象とした講習会の実施など、引き続き、事業者との連携により、除雪オペレーターの担い手確保に取り組みます。また、事
業周知の徹底を図るため、広報ひろさきや市ホームページなど様々な媒体を通じて市民等へ周知します。（SDGsゴール4
に関連）

＜２　地域産業を支える人材の育成＞
・津軽圏域DMO推進事業では、回復基調にある観光需要を的確に捉え、観光入込客数や観光消費額の拡大が図られる
よう、津軽圏域の魅力的な地域資源の掘り起し・磨き上げ、訴求力のある体験や特産品の造成・開発のほか、旅行に対
する多様なニーズやその変化に対応するため、津軽圏域全体の戦略の策定に取り組みます。（SDGsゴール８に関連）

＜３　学習環境等の整備＞
・児童館・児童センター冷房設備整備事業では、夏場の児童・生徒の熱中症予防のため、児童館６館・児童センター２館
において、冷房設備が未設置となっている部屋へ計画的にエアコンを設置します。（SDGsゴール3に関連）

※社会・経済状況の変化やSDGsへの貢献も踏まえ、後期基本計画３年目（今年度）に、重点的に取り組む内容について記入してください。

＜１　地域課題に取り組む人材の育成＞
・地域に踏み出すひとづくり推進事業では、交流会に参加した方の満足度向上を図り、交流会へのより積極的な参加を促
すとともに、構築したＳＮＳコミュニティのさらなる活用について検討し、他のまちづくり活動への参加者数がこれまで以上
に増えるように取り組んでいきます。（SDGsゴール11に関連）

＜２　地域産業を支える人材の育成＞
・小中学校や高校での地域産業魅力体験事業は、引き続き事業者団体への支援を通じて、子どもたちが地元の産業に親
しみを感じられるよう取り組んでいきます。また、地元生産品に係る魅力体験事業では、工芸品の認知度向上や次世代の
人材育成を更に促進するため、周知を図りながら、より多くの小・中学校で実施していきます。（SDGsゴール4、ゴール17
に関連）

＜３　学習環境等の整備＞
・小・中学校長寿命化改修・改築事業では、ゼロカーボンシティ宣言都市として、地球温暖化対策を強化するため、ＺＥＢ
基準の達成を目指すなど、省エネルギー性能の確保について検討していきます。（SDGsゴール7に関連）

※SDGsへの貢献も踏まえ、より成果をもたらすための、または、課題を解決するための、後期基本計画最終年度（2026年度）における取組の方向性について記入してください。

総合評価 成果

＜１　地域課題に取り組む人材の育成＞
・地域に踏み出すひとづくり推進事業では、年間11回のまちづくり交流会を通して、延べ100名以上の市
民に参加いただき、この事業をきっかけにまちづくり活動に参加した市民がいるなど、地域の潜在的な
力を引き出すために一定の役割を果たしました。（SDGsゴール11に関連）

＜２　地域産業を支える人材の育成＞
・第２期目となった「ひろさきガイド学校」では、49名の修了生を輩出したほか、修了生の活躍の機会とな
るプライベートガイドツアーを計4本作成しました。また、「インバウンドクラス」を新たに開設するととも
に、すでにガイド活動を行っている方などを対象に、市内を観光案内するうえで必要となる知識の習得
などを目的とした、「フォローアップ一般クラス」を開設するなど、既存のガイドに対する支援も行い、有
償・無償を問わず、地域観光の重要な担い手である多様な観光ガイドの育成から活動支援まで、一貫
して取り組みました。（SDGsゴール８に関連）

＜３　学習環境等の整備＞
・小・中学校トイレ洋式化事業では、小学校３校47基、中学校３校45基のトイレ洋式化を行ったことによ
り、児童・生徒の学習環境や衛生環境が向上しました。（SDGsゴール３に関連）

※定性・定量分析とSDGsへの貢献を踏まえて、記入してください。

課題

＜１　地域課題に取り組む人材の育成＞
・除排雪業務受注者アンケートの結果によると、「新規雇用者の確保」や「除排雪作業従事者の高齢
化」が課題として挙げられており、持続可能な除排雪体制の構築のためには、中長期的に人材確保・育
成を進めていくことが重要であり、特に、若い世代の担い手確保に取り組む必要があります。（SDGs
ゴール4に関連）

＜２　地域産業を支える人材の育成＞
・効率的・効果的に津軽圏域へ誘客するためには、DMOと圏域市町村が担う業務の整理による効率化
や、DMOが行う各取組と市の取組を連動させることが重要となっています。（SDGsゴール８に関連）

＜３　学習環境等の整備＞
・児童館・児童センター冷房設備整備事業では、年々、猛暑となる日が多くなり、冷房設備未設置の部
屋での長時間の活動ができなくなっていることから、活動で必要とするすべての部屋へ冷房設備の設
置を検討する必要があります。（SDGsゴール3に関連）
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

■定量評価（プロジェクト指標①）

■定量評価（プロジェクト指標②）

指標名 達成度

地域産業を支える人材育
成事業参加者数（人） ◎

　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

指標名 達成度

町会や公民館、学校やPTA、
NPO・ボランティア団体、企業な
どが行う地域の活動やイベントに
参加している市民の割合（%）

△
　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

 

2019年度 2022年度
2023年度

（2023年度）
2024年度

（2024年度）
2025年度

（2025年度）
2026年度

（2026年度）
2026年度 (方向)

― 563 676 796 676 ↑

－ － ◎ ◎ －

計画初年度 基準値 実績値一覧 目標値

－ － △ △ －

計画初年度 基準値 実績値一覧 目標値

2019年度 2021年度
2023年度

（2023年度）
2024年度

（2024年度）
2025年度

（2025年度）
2026年度

（2026年度）
2026年度 (方向)

29.6 25.1 22.0 24.4 35.0 ↑

■定性評価

「対象者(受益者)」 施策により「期待する成果」は何か 評価内容 評価
・地域住民、学生、誘致
企業、地元企業、農業
者、新規就農者、観光関
連事業者、子どもと保護
者

・市民が地域課題の解決に自主的に取り
組むようになるとともに、地域活動等の担
い手となる人材育成が図られます。
・次代の地域の産業を担う人材が育成さ
れ、地域経済の活性化が図られます。ま
た、子どもたちが自分の夢や将来の自分
のイメージをもてるようになります。
・児童生徒が学校生活や授業終了後の活
動を快適に過ごせることで、学習意欲の向
上や健やかな心身の発達、体力の増進が
図られます。また、健康づくりを担う体育施
設を快適に利用できることで、利用者が増
え、市民の健康増進が図られます。

＜１＞地域課題に取り組む人材の育成
・持続可能な町会支援事業では、町会役員からは「若い世代を知
ることができ、大きな成果だ」「将来的に町会の中心となっていって
もらえるよう、今回生まれた若手との関係を大切にしていきたい」と
の声があり、若い世代からは「町会の役員が親切で協力的だった。
イベントがやりやすかった」「婦人部の協力や、町会長が色々な面
でサポートしてくれて、助かった」との声がありました。

＜２＞地域産業を支える人材の育成
・観光事業者からは、津軽圏域DMO推進事業において、本市を含
む圏域が連携し、多様化する観光ニーズに対応したことにより、誘
客促進が図られているとの評価がありました。

＜３＞学習環境等の整備
・「学ぶ力」向上事業などに取り組んだ結果、学識経験者から、「授
業がよくわかると回答する児童生徒の割合が高く、弘前市の教員
による努力の成果である」という声をいただきました。

○

676 676 

796 

563 
500

550

600

650

700

750

800

850

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2022年度)

目標ライン

実績値

35.0 

22.0 

24.4 

25.1 

20.0
22.0
24.0
26.0
28.0
30.0
32.0
34.0
36.0
38.0
40.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値

アウトカム
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

■定量評価（プロジェクト指標③）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

子どもにとって学習しや
すい教育環境だと思う市
民の割合（%） △

　※評価　 ◎：目標を上回った。
　　　　　　　○：目標には達しなかったが改善した。
　　　　　　　△：基準値より悪化した。

指標名

■SDGsへの貢献の評価

貢献した内容／貢献できなかった内容 関連するアイコン 評価
＜１＞地域課題に取り組む人材の育成
・「まちなかキャンパスプロジェクト」では地域の企業と関わりながら、問題解決に
向けたプロジェクトの企画・実践を通して、地域志向の知見を養いました。また
「高校生まちづくりクラブ STEP」では、地域や地域住民と関わることで地元への
愛着を育み、地域への理解を深めました。（ゴール11）

＜２＞地域産業を支える人材の育成
・地域産業魅力体験事業では、小・中学生及び高校生が、「地域の魅力」に愛着
と関心を持ちながら、地元産業の技術を学習・体験できる機会を創出しました。
（ゴール4、ゴール17）

＜３＞学習環境等の整備
・児童館・児童センター冷房設備整備事業では、予定していた児童館６館、児童
センター７館への冷房設備設置を夏前までに完了し、児童・生徒の熱中症予防
が図られました。（ゴール3）

○

－ － △ △ －

計画初年度 基準値 実績値一覧 目標値

2019年度 2021年度
2023年度

（2023年度）
2024年度

（2024年度）
2025年度

（2025年度）
2026年度

（2026年度）
2026年度 (方向)

46.1 41.7 39.1 36.2 50.0 ↑

達成度

50.0 

39.1 

36.2 
41.7 

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

基準値 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

(2021年度)

目標ライン

実績値

21



リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

1
　
地
域
課
題
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成

⑥
ＱＯＬ健診普及推進事業
(健康こども部 健康増進課)

活
動
結
果

・健やか協力隊員（61名）
と結果説明者（19名）を養
成し、ＱＯＬ健診の実施体
制が強化されました。
・月2回ヒロロ健康広場でＱ
ＯＬ健診を定期開催し、延
べ404名が受診しました。

評
価 ◎

③
市民参加型まちづくり１％シ
ステム支援事業
(市民生活部 市民協働課)

活
動
結
果

・採択件数は55件で前年
度を上回りました。
・事業成果発表会では事
例発表、交流会を行いまし
た。
・採択団体向けの研修交
流会を開催し、資金調達に
ついての講演会と交流の
機会を提供しました。

評
価 ◎

④
ボランティア支援事業
(市民生活部 市民協働課)

活
動
結
果

・相談や情報提供、講座の開
催等により、活動を支援しまし
た。
・ボランティアポイント制度を開
始し、活動のきっかけづくりと
継続を促進しました。
・介護福祉施設や地域包括支
援センター等を訪問し、連携
強化、ボランティア活動の場の
掘り起こしに努めました。

評
価 ◎

⑤
持続可能な町会支援事業
(市民生活部 市民協働課)

活
動
結
果

・支援対象の仲町エリアで
は、若い世代が企画・運営
した活動を支援することで
多世代間の関係構築が図
られました。
・LINE活用講座等の実施
により、役員間連絡の負担
軽減や、町会の情報発信
の強化に繋がりました。

評
価 ◎

No 事業名

①
地域に踏み出すひとづくり推
進事業
（企画部 企画課)

活
動
結
果

・年間11回の交流会を通し
て、延べ100名以上の市民
に参加いただき、この事業
をきっかけにまちづくり活
動に参加した市民がいる
など、地域の潜在的な力を
引き出すために一定の役
割を果たしました。

評
価 ○

②
地域マネジメント人材育成プ
ログラム構築事業
（企画部 企画課)

活
動
結
果

・まちなかキャンパスプロジェ
クトでは、延べ180名の大学生
が、地域の企業と関りながら、
課題解決に向けたプロジェクト
の企画・実践を通して、地域志
向の知見を養いました。
・STEPでは、延べ87名の高校
生がプログラムを修了し、地域
や地域住民と関わることで地
域への愛着と理解を深めまし
た。

評
価 ◎

決算額 1,504 5,772

特定財源 734 813

一般財源 770 4,959

決算額 219 633

特定財源 0 0

一般財源 219 633

予算額 1,510 6,377 4,494 4,072

決算額 10,972 9,351

特定財源 0 0

一般財源 10,972 9,351

予算額 274 851 794 966

決算額 15,536 14,411

特定財源 0 0

一般財源 15,536 14,411

予算額 11,383 10,066 10,121 10,121

決算額 7,999 7,987

特定財源 7,999 7,987

一般財源 0 0

予算額 30,702 30,542 25,519 25,519

決算額 418 454

特定財源 418 454

一般財源 0 0

予算額 8,100 8,100 8,100 8,100

インプット アウトプット
2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括

予算額 1,030 730 637 637

アウトプット インプット
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

1
　
地
域
課
題
に
取
り
組
む
人
材
の
育
成

２
　
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

⑫
地域産業魅力体験事業
(商工労政課、産業育成課、
りんご課)

活
動
結
果

・地元への就職・定着や次
世代を担う人材の育成に
つなげるため、地元の小
中学生や高校生が、農業
や製造業、伝統工芸など
地元産業を含めた「地域
の魅力」に愛着と関心を持
てる機会を創出しました。

評
価 ○

⑨
食生活改善推進員活動支援
事業
（健康こども部 健康増進課)

活
動
結
果

・養成講座で新たに７名の
会員を養成しました。研修
会では肥満や生活習慣病
予防の内容も取り入れ、会
員の知識習得や資質向上
を図りました。
・補助金の交付により会の
自主的な活動を支援しまし
た。

評
価 ◎

⑩

除雪オペレーター担い手確
保
事業費補助金
（建設部 道路維持課)

活
動
結
果

・除雪オペレーターに必要
な資格取得等に要する経
費の一部を補助すること
で、20人の除雪オペレー
ターになり得る人材が確保
され、当市の持続可能な
除排雪体制の構築に寄与
しました。

評
価 ◎

⑪
ひろさき農業新規参入加速
化事業
(農林部 農政課)

活
動
結
果

・農業新規参入支援等に
取り組んだ結果、新規参
入希望者35名が農業里親
研修を受講したほか、首都
圏等の就農イベントにおい
て、当市で就農する魅力を
発信しました。

評
価 ○

No 事業名

⑦
ひろさき健幸増進リーダー活
動支援事業
(健康こども部 健康増進課)

活
動
結
果

・弘前大学のサポートを得
て実践的な研修を実施し、
リーダーの資質向上が図
れました。
・活動できるリーダーが固
定化していることが課題で
す。

評
価 ○

⑧
弘前市健康づくりサポーター
制度
（健康こども部 健康増進課)

活
動
結
果

・市内25地区の地区協議
会で健診受診勧奨や研修
会で学んだ知識を周囲に
伝える活動を行いました。
また、会員の高齢化や減
少などの課題に対し、各地
区協議会で活動方法等に
関する検討会を開催しまし
た。

評
価 ○

一般財源 1,288 1,507

一般財源 0 0

予算額 2,300 1,600 2,100 2,100

決算額 1,690 1,507

特定財源 402 0

一般財源 0 1,137

予算額 6,584 10,920 12,040 12,040

決算額 6,212 9,273

特定財源 6,212 9,273

一般財源 562 735

予算額 0 1,150 1,150 1,150

決算額 0 1,137

特定財源 0 0

一般財源 2,905 2,961

予算額 661 904 856 904

決算額 562 735

特定財源 0 0

一般財源 3,872 4,497

予算額 4,751 4,751 4,520 4,520

決算額 2,905 2,961

特定財源 0 0

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括

予算額 6,353 6,934 6,093 6,093

決算額 3,872 4,497

特定財源 0 0

インプット アウトプット
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

２
　
地
域
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

⑱
津軽圏域DMO推進事業
(観光部 国際広域観光課)

活
動
結
果

・受入環境の整備やプロ
モーション、観光満足度調
査など、DMOの様々な取
組により、地域の魅力や課
題を把握したうえで、効果
的・効率的にPRしました。 評

価 ○

⑮
メディカルスタッフについて学
ぼう
（教育委員会 中央公民館）

活
動
結
果

・メディカルスタッフ（看護
師、放射線技師等）や大学
生との交流及び各学科・専
攻の施設見学、実習体験
をとおして、医療職に対す
る理解度が向上しました。 評

価 ○

⑯
来て・見て・学ぼう！医療福
祉体験
(教育委員会 中央公民館)

活
動
結
果

・現役学生が案内役として
活躍し、進路選択や大学
での学びについて気軽に
意見交換することができま
した。定員20人で募集した
ところ、大学側からはもう
少し参加者を上乗せした
いとの意見をいただきまし
た。

評
価 ○

⑰
ひろさきガイド学校運営事業
(観光部 観光課)

活
動
結
果

・関係者との連携・協力を
図りながら、国の財源を有
効活用し、ひろさきガイド
学校を通じた多様なガイド
の育成とスキルアップを強
化しました。
・活動支援として、プライ
ベートガイドツアーを開発
し、販売しました。

評
価 ◎

No 事業名

⑬
地元就職マッチング支援事
業
(商工部 商工労政課)

活
動
結
果

・東京圏UIJターン就職等
支援金などの交付により、
当市へのUターン等を後押
しました。
・地元企業が実施する人
材定着事業を支援し、職
場環境が向上したことで、
地元就職・地元定着を促
進しました。

評
価 ◎

⑭
中学生×医師交流プログラ
ム
(教育委員会 中央公民館)

活
動
結
果

・2024年度の参加者全員
がプログラムに満足しまし
た。
 ・医師や医学生の話を聞
き、医師になるために必要
なことを理解しました。
 ・実習体験で模型やサン
プルに触れ、医師の現場
を見学し、仕事への理解を
深めました。

評
価 ○

決算額 19,269 16,795

特定財源 7,268 5,674

一般財源 12,001 11,121

決算額 9,990 9,400

特定財源 6,990 6,700

一般財源 3,000 2,700

予算額 19,269 16,795 16,568 16,568

決算額 24 62

特定財源 0 0

一般財源 24 62

予算額 1,000 9,400 2,700 2,700

決算額 23 89

特定財源 0 0

一般財源 23 89

予算額 100 100 80 80

決算額 11 16

特定財源 0 0

一般財源 11 16

予算額 155 155 119 119

決算額 22,532 36,540

特定財源 10,200 20,600

一般財源 12,332 15,940

予算額 39 39 39 39

インプット アウトプット

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括

予算額 40,555 39,600 30,400 30,400
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リーディングプロジェクト評価シート

プロジェクト名 （３）みらいの健康（地域の未来を担うひとづくり）

※評価　◎：大いに評価できる。　　○：概ね評価できる。　　△：課題がある。

計画事業合計
（計画事業の総合評価）

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
構
成
す
る
先
導
的
な
計
画
事
業

３
　
学
習
環
境
等
の
整
備

㉑
小・中学校トイレ洋式化事業
（教育委員会 学校整備課)

活
動
結
果

・中学校3校、小学校3校で
のトイレ洋式化工事を実施
しました。

評
価 ○

㉒
児童館・児童センター冷房設
備整備事業
（健康こども部 こども家庭課)

活
動
結
果

・予定施設への設置は夏
休みまでに完了し、児童・
生徒の熱中症予防が図ら
れました。
・年々、猛暑日が増え、冷
房設備未設置の部屋での
長時間の活動に支障が出
ていることから、使用する
すべての部屋への設置の
検討が必要です。

評
価 ○

㉓

社会体育施設トイレ環境整
備事業
（健康こども部 スポーツ振興
課)

・社会体育施設の計画的
なトイレ洋式化を進めるた
め、事業内容等の見直し
を行いました。

評
価 ○

No 事業名

⑲
「学ぶ力」向上事業
（教育委員会 学校指導課)

活
動
結
果

・全国学力・学習状況調査
の結果分析を各学校に周
知し、研修会において、学
びを支える集団づくり・授
業づくりへの理解を深めま
した。
・ＡＩドリルの利用実績を調
査・分析・情報提供し、利
用率向上につなげました。

評
価 ◎

⑳
小・中学校長寿命化改修・改
築事業
（教育委員会 学校整備課)

活
動
結
果

・桔梗野小学校基本・実施
設計業務等に着手しまし
た。
・第二中学校基本・実施設
計業務等を実施しました。
・石川小・中学校新築工事
が完了するとともに、旧校
舎解体工事等に着手しま
した。

評
価 ○

一般財源 274,066 422,060 0 0

一般財源 690 0

予算額 1,814,420 2,576,001 584,640 3,012,167

決算額 1,557,415 2,542,194 0 0

特定財源 1,283,349 2,120,134 0 0

一般財源 7,114 8,117

予算額 7,000 0 5,600 7,000

決算額 6,870 0

特定財源 6,180 0

一般財源 902 3,870

予算額 7,594 7,268 4,557 4,200

決算額 7,114 8,117

特定財源 0 0

一般財源 195,060 339,068

予算額 9,240 45,650 0 0

決算額 8,602 38,470

特定財源 7,700 34,600

一般財源 6,785 886

予算額 1,641,799 2,373,101 446,888 2,872,284

決算額 1,417,522 2,373,101

特定財源 1,222,462 2,034,033

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2024年度の総括

予算額 14,021 968 1,265 2,555

決算額 13,569 886

特定財源 6,784 0

インプット アウトプット
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青森県弘前市 ＳＤＧｓ未来都市の取組
令和６年度の取組結果と令和７年度の取組概要について

令和７年７月
企画部企画課 総合計画・ＳＤＧｓ推進担当

資料３

１ 「ＳＤＧｓ未来都市」「自治体ＳＤＧｓモデル事業」の概要【当初】

内容項目区別
経済・社会・環境の三側面の統合的取組による相乗効果、新しい価値の創出
を通して、持続可能な開発を実現するポテンシャルが高い都市・地域が選定
されます。

選定趣旨Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

全国から毎年30都市程度が選定されます。
※令和６年度末で全国206都市が認定（東北地方は全16都市）選定数

デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）の申請事業数上限
の枠外として、１事業の追加が可能となります。予算上のメリット

ＳＤＧｓ未来都市に選定された都市のうち、多様なステークホルダーとの連
携を通し、地域における自律的好循環の形成が見込める、特に先導的な事業
が選定されます。

選定趣旨
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業

ＳＤＧｓ未来都市の中から10都市が選定されます。選定数
以下の①・②が交付されます。
①全体マネジメント・普及啓発等経費として1,500万円（定額）
②事業実施経費として1,000万円（補助率1/2）

予算上のメリット

Point 令和５年５月、県内で初めて「ＳＤＧｓ未来都市」、北東北で初めて「自治体ＳＤＧｓモデル事業」に選定

1



2 ＳＤＧｓ未来都市計画の構成

概要項目
2030年のあるべき姿を「豊かな実りを 次へと紡ぐ 活力あるりんごのまち弘前」
とし、ＳＤＧｓの実現を通して、「日本一のりんご産地」が抱える経済・社会・環境
の３つの側面における様々な問題の解決に取り組みます。

計画期間:令和５年８月～令和８年３月 ※令和７年度中に第２期計画を策定予定
１ 全体計画

ＳＤＧｓで未来につなぐ「日本一のりんご産地」実現プロジェクト事業名

２ 自治体
ＳＤＧｓ
モデル事業 課題・目標

設定

ゴール、ターゲット三側面の課題

２－４ ３－８ ８－a   ９－４
２－ｂ

経済

・DX導入や省力樹形栽培導入による生産性の向上

・消費者ニーズを捉えたりんご販売

・海外への販路拡大

２－４ ３－８ ４－４ ９－４

社会

・生産現場の省力化

・新規就農者の発掘及び育成

・後継者がいない園地の継承

・生産者の健康寿命の延伸

７－２ 12－５ 13－３ 17－17

環境

・大量に発生する剪定枝の処理

・ジュース工場から出る搾汁残渣の処理

・環境に優しい農業への参画

・温暖化への対応

3 自治体ＳＤＧｓモデル事業の概要

ＳＤＧｓで未来につなぐ「日本一のりんご産地」実現プロジェクト
担い手が減り遊休農地が広がる今こそ、革新的なりんご生産に取り組み、農業生産性及び農業所得を向上させ、
更には環境負荷の低減にも挑戦することで「日本一のりんご産地」そして「地球」の両方を持続可能なものとする。

【
経
済
面
】

「りんごDX」の実装・普及展開 「トヨタ式カイゼン」の導入

■バイオガス発電を活用し、搾汁残渣など未利用資源の
エネルギー化、CO2排出量の削減に取り組む。

■バイオガス発電で排出される液肥を活用し、循環型農業
を推進する。

■デジタル技術を活用し、高品質なりんごを安定的に生産
する。

■デジタル技術を活用し、いつでも生産技術を学べる体制
を構築する。

■作業を省力化し、誰もが働きやすい環境を整備する。

■作業効率を改善し、生産性を向上させる。

◇経済面のその他の取組
「機能性表示食品」としての販売 など

◇社会面のその他の取組
マッチングシステムによる園地継承 など

◇環境面のその他の取組
「無煙炭化器」による剪定枝バイオ炭の活用など

【
社
会
面
】

【
環
境
面
】

Point 農業生産性と農業所得の向上を
目指します。

次世代を担う意欲ある新たな担い手を育成
します。

りんご産業を起点に脱炭素社会の構築、気候
変動に対応した生産技術確立を目指します。

バイオガス発電所りんご
ジュース
工場

搾りカス 電気

公共施設等

りんご園地に還元
液肥

発酵

りんご園地

メタンガス

搾汁残渣等を活用したバイオガス発電

2



４ 自治体ＳＤＧｓモデル事業のスキーム図

Point

農業生産性
と農業所得
の向上

意欲ある
担い手の
育成

脱炭素社会
の構築

持
続
可
能
な

「
日
本
一
の
り
ん
ご
産
地
」

経済りんご産業

自治体
SDGs

モデル事業

社会

環境

トヨタ式
カイゼンの導入

無煙炭化器
の導入

階層別
りんご生産者
の育成

りんごDXの
実装・普及展開

機能性表示
食品としての

販売

搾汁残渣等を
原料とした
バイオガス発電

先端技術の導入

販路拡大

働きやすい
環境づくり

人材育成
プログラムの構築

循環型農業の推進

二酸化炭素排出量の削減

三側面の
相乗効果

ＳＤＧｓをエンジンとした果樹産地の課題解決モデルとして、全国への横展開を目指す。

５ 自治体ＳＤＧｓモデル事業の３か年のスケジュール【当初】

 
取組名 

2023 年度 
2024 年度 2025 年度 ～8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

AI・データを活用した「りんご
DX」の実装・普及展開 

   

「トヨタ式カイゼン」指導により
女性にも選ばれる職業を目指す働
き方改革の推進 

   

「無煙炭化器」導入による剪定枝
バイオ炭の農地投入実証研究 

   

ジュース工場から出る搾汁残渣等
を活用したバイオガス発電 

   

継続実施、自立化 

適正着果アプリ地域運用の検証、VR 剪定学習プログラムの地域展開 検証・改善 実装 

集出荷現場への改善指導、JA 青年部や指導員等への農業塾 

搾汁残渣の賦存量調査、発酵試験及び液肥試験 

モデル園地の土壌分析 
無煙炭化器地域展開の検証 

無煙炭化器の更なる 
地域展開 

 
地球温暖化防止行動計画策定 
 

事業者 
と契約 

改善指導を農業者にも拡大、 
事例発表会の開催 

無煙炭化器の導入(りんご公園、JA) 

剪定枝炭化実演会 

事業者 
と契約 

PRイベント展示 公共施設等へのプラント設置 
バイオ液肥利用の実証研究 
 

Point 上記の取組を中心に、経済・社会・環境の３側面から様々な取組を推進します。
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6

統合的取組「省力樹形栽培」の普及展開

「機能性表示食品」としての販売 海外への販路拡大の強化

統合的取組

令和６年度の主な取組結果【経済面】
※国の交付金を活用した自治体SDGsモデル事業は令和５年度で終了。令和６年度もSDGs未来都市の取組として継続。

効果

三側面をつなぐ相乗効果

統合的取組

・VR剪定学習支援システムは、学習体系の構築に向けて、
VR剪定学習講習会を実施。
（講習会２回、活用検討会１回）
・適正着果量を判断するＡＩシステムは、
精度向上に向けた画像データの拡充等
を実施。

実施内容と結果

■デジタル技術を活用し、高品質なりんごを安定的に生産

■デジタル技術を活用し、いつでも生産技術を学べる体制
を構築

↓
先端技術の導入による農業生産性の向上と、販路拡大
による農業所得の向上を目指す。

経済面の取組結果（一例）

「りんごDX」の実装・普及展開

7 三側面の指標 令和６年度実績【経済面】

高品質りんごを安定生産し、販売額を増やします。
15件 → 20件 →  21件 →  19件

2件 →    5件 →  5件 →    5件
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績) (目標値)

経
済

0人 →  57人 →  65人 →  60人
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績) (目標値)

社
会

農薬や肥料の使用を低減します。
22者 → 21者 →  19者 → 25者

（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

環
境

三側面をつなぐ相乗効果
作業改善等に意欲的な生産者を増やします。

青森県特別栽培
農産物認証生産者数

行政、生産者、研究機関
等との連携事業数
機能性表示食品制度りん
ご生果届出数

農業塾に参加し作業改
善に取り組む生産者数

統合的取組「省力樹形栽培」の普及促進

海外への販路拡大の強化

経済面の取組
統合的取組

「りんごDX」の実装・普及展開

「機能性表示食品」としてのブランド展開

Point 先端技術の導入による農業生産性の向上と、販路拡大による農業所得の向上を目指します。

数値目標の達成状況
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8

統合的取組

統合的取組

効果

三側面をつなぐ相乗効果
階層別のりんご生産者の育成「トヨタ式カイゼン」の導入

マッチングシステムによる園地継承 りんご生産者の健康増進

ジャストインタイム

自働化

必要なものを必要なときに
必要なだけ造る・運ぶ

品質は工程で造りこむ

ト
ヨ
タ
式
カ
イ
ゼ
ン

ム
ダ
の
徹
底
排
除

原
価
低
減

品
質
向
上
、
生
産
性
向
上
な
ど

統合的取組

・JAつがる弘前や民間の選果場で、トヨタ式カイゼン手法の
導入に向けた現地調査により、現場の
課題及び同手法を用いた課題解決策
の洗い出しを実施。
・農業生産現場での生産性向上のため、
営農指導員及び生産者向けの農業塾
を開催。（農業塾2回）

■作業を省力化し、誰もが働きやすい環境を整備する。

■作業効率を改善し、生産性を向上させる。

↓
次世代を担う意欲ある新たな担い手が地域で持続的
に育成される体制を構築する。

令和６年度の主な取組結果【社会面】
※国の交付金を活用した自治体SDGsモデル事業は令和５年度で終了。令和６年度もSDGs未来都市の取組として継続。

社会面の取組結果（一例） 実施内容と結果

9

省力化や生産性を向上し、担い手を増やします。
0人 → 57人 →  65人 →  60人

26件 → 125件 →  156人→  116人
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

社
会

59.3% →56.0%→ 60.6％→ 64.0%
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

経
済

環境に優しい農業に取り組む農家を増やします。
22者 → 21者 → 19者 → 25者

（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

環
境

数値目標の達成状況

三側面をつなぐ相乗効果
現場改善により生産コストを削減し、収益性を
向上させます。

青森県特別栽培
農産物認証生産者数

5年前より農業所得が向上
した認定農業者の割合

農業塾に参加し作業改善
に取り組む生産者数
園地継承円滑化システム
のマッチング成立件数

統合的取組

統合的取組

社会面の取組

「トヨタ式カイゼン」の導入

マッチングシステムによる園地継承 りんご生産者の健康増進

ジャストインタイム

自働化

必要なものを必要なときに
必要なだけ造る・運ぶ

品質は工程で造りこむ

ト
ヨ
タ
式
カ
イ
ゼ
ン

ム
ダ
の
徹
底
排
除

原
価
低
減

品
質
向
上
、
生
産
性
向
上
な
ど

三側面の指標 令和６年度実績【社会面】

階層別のりんご人材育成

Point 次世代を担う意欲ある新たな担い手が地域で持続的に育成される体制を構築します。
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10

統合的取組

統合的取組

搾りカスを原料としたバイオガス発電「無煙炭化器」の導入

温暖化に対応した生産技術の研究 剪定枝を原料とした商品開発

統合的取組

（資料:農林水産省「地球温暖化影響調査レポート」）

効果

三側面をつなぐ相乗効果

バイオガス発電所りんご
ジュース
工場

搾りカス 電気

公共施設等

りんご園地に還元
液肥

発酵

りんご園地

メタンガス

効果

三側面をつなぐ相乗効果

統合的取組

・令和５年度に、りんご搾汁残渣等のエネルギー化について
調査する「搾汁残渣等エネルギー化システム構築事業」を実
施。その調査結果では、給食残渣等の食品残渣と混合する
ことで成分がメタン発酵に適した比率となり、原料として十分
に活用できる可能性が得られた一方、採算性や残渣の安定
確保など、事業化に向けては、多くの課題が残されていること
が判明したことから、引き続き、調査・研究を続けていく。

■搾汁残渣など未利用資源のエネルギー化、CO2排出
の削減に取り組む。

■バイオガス発電で排出される液肥を活用し、循環型農業
を推進する。

↓
りんご産業を起点とした脱炭素社会の構築と、気候変動
に対応した生産技術の確立を目指す。

令和６年度の主な取組結果【環境面】
※国の交付金を活用した自治体SDGsモデル事業は令和５年度で終了。令和６年度もSDGs未来都市の取組として継続。

環境面の取組結果（一例） 実施内容と結果

11

バイオガス発電等の導入を進め、環境負荷を低減します。
0件 → 17件 →  34件 → 18件

0件 → 0件(未策定) → 0件→  1件
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

環
境

15件 → 20件 → 21件 → 19件
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

経
済

0人 →  57人 → 65人 → 60人
（R5.2）（R5年度）(R6年度実績)  (目標値)

社
会

三側面をつなぐ相乗効果

無煙炭化器の活用数
バイオガス発電導入に向
けた地公体実行計画策定

官民連携で環境負荷の低減を進めます。

作業改善に取り組む生産者を増やします。

行政、生産者、研究機
関等との連携事業数

農業塾に参加し作業
改善に取り組む生産者数

統合的取組

統合的取組

「無煙炭化器」の導入

温暖化に対応した生産技術の研究 剪定枝を原料とした商品開発

統合的取組

（資料:農林水産省「地球温暖化影響調査レポート」）

環境面の取組

バイオガス発電所りんご
ジュース
工場

搾りカス 電気

公共施設等

りんご園地に還元
液肥

発酵

りんご園地

メタンガス

三側面の指標 令和６年度実績【環境面】

搾汁残渣等を活用したバイオガス発電

Point りんご産業を起点とした脱炭素社会の構築と気候変動に対応した生産技術の確立を目指します。

数値目標の達成状況
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12 令和６年度の主な取組結果【ＳＤＧｓ普及啓発に向けた情報発信など】
担当主な取組の内容対象

企画課
地元アイドルの楽曲を「りんごのまち弘前ＳＤＧｓ応援ソング」に認定し、小・
中学校等でのＳＤＧｓ特別授業をはじめ、ＳＤＧｓ関連事業での情報発信を強化
しました。ＳＤＧｓ特別授業は対象校を拡大し、成果発表会で各校の事例発表を
行いました。

市民、
民間事
業者等

企画課高校生がまちに出て、身近なまちの問題点とＳＤＧｓとの関連について考察する
「高校生ＳＤＧｓ講座」を実施し、楽しみながらＳＤＧｓの理解を深めました。

企画課
民間事業者等が実践するＳＤＧｓの取組について、成果発表会で事例発表し、訪
れた市民や民間事業者への普及啓発を行いました。このほか、庁内窓口のモニ
ターや市民ギャラリーでの展示などを通じてＰＲしました。

企画課りんご産業に関連したＳＤＧｓに取組む市内事業者３者と連携し「弘前市ＳＤＧ
ｓ教育旅行プログラム」を造成し、中学校向けモニターツアーを実施しました。

地域交通課
環境課

市内で導入された電気バス２台に、電気バスであることが見た目で分かりやすい
デザインのラッピングを施したほか、車内には、りんごの搾汁残渣を配合した繊
維で制作した座席シートカバーを設置し、民間事業者との協働により、ＳＤＧ
ｓ・ゼロカーボンシティの取組を市民や観光客にPRしました。

企画課総合計画の評価作業に、ＳＤＧｓの視点を取り入れました。
職員 企画課

(人事課)
総合計画担当者及び希望者への研修を実施しました。総合計画担当者は応用編の
研修を受講し、ＳＤＧｓの考え方を総合計画の各施策に積極的に反映しました。

13

「りんごのまち弘前ＳＤＧｓ応援ソング」の認定 ＳＤＧｓ未来へプログラム 高校生ＳＤＧｓ講座

ＳＤＧｓ教育旅行プログラム モニターツアー 電気バス車体ラッピング りんご残渣を活用した電気バス用シートカバー

令和６年度の主な取組結果【ＳＤＧｓ普及啓発に向けた情報発信など】
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SD G sで未来につなぐ 「日本一のりんご産地 」実現プロジェクト
14 令和７年度の主な取組【新規事業】

Point 令和５年度からの継続事業に加え、脱炭素社会の実現に資する取組など新たな事業も展開します。

■既存住宅断熱改修事業費補助金
・宅配便の再配達によるＣＯ２排出
を削減するため、不在でも荷物を受け
取れる置き配ボックス（簡易型）を
市民へ配付

・既存住宅の断熱改修を実施した市
民に対し、市が事業費の一部を補助
し、既存住宅の断熱化による省エネを
促進

・環境省が推奨する「うちエコ診断」を
実施し、市のアンケートに回答した市
民を対象に、抽選で商品券が当たる
キャンペーンを実施

☞2050年カーボンニュートラルの達成に向けて、おすすめのエコ生活をアドバイスする環境
省推奨の 「うちエコ診断」の利用促進、既存住宅の省エネにつながる断熱改修支援や置
き配ボックス普及促進事業などを実施します。
また、ゼロカーボンシティひろさき推進協議会を設立し、事業者、各種団体と連携し様々な

角度から意見を出し合い取組を充実させていきます。

■置き配ボックス普及促進事業 ■「うちエコ診断」推進キャンペーン

ゼロカーボンシティ推進事業（環境課）

15
担当主な取組の内容対象

企画課
りんごのまち弘前ＳＤＧｓ応援ソング「リンゴのうた」のＣＤ・譜面等を、音楽
の時間をはじめ、ＳＤＧｓやりんごの学習、給食時の放送など、様々な場面でご
活用いただくよう、市内認定こども園・幼稚園・保育所（全92園）へ配布します。

市民、
民間事
業者等

企画課市内小・中学校等で、地元アイドル等を特別講師に、ＳＤＧｓや日本一のりんご
産地の持続化について学ぶ特別授業「ＳＤＧｓ未来へプログラム」を実施します。

企画課高校生・大学生を対象に、ＳＤＧｓの理解を深めるとともに、次期総合計画策定
に向けた事業提案を行うワークショップを実施します。

企画課民間事業者等が実践するＳＤＧｓの取組について、成果発表会で事例発表し、訪
れた市民や民間事業者への普及啓発を行います。

企画課ＳＤＧｓ教育旅行プログラムを中学生が体験し、学んだことから新聞記事を制
作・実際の紙面（陸奥新報）に掲載する特別企画を実施します。

企画課ＳＤＧｓの視点を取り入れた総合計画の評価作業を実施します。
職員 企画課

(人事課)
新任課⾧補佐級職員を対象に、SDGsの施策反映について学ぶ研修を実施し、
ＳＤＧｓの考え方を総合計画の各施策に積極的に反映します。

令和７年度の主な取組内容【ＳＤＧｓ普及啓発に向けた情報発信など】

Point 企画部・農林部・市民生活部だけでなく、全庁でＳＤＧｓを推進します。

8



16 （参考）ＳＤＧｓの認知度について【弘前市民意識アンケート結果】

今年度に実施した「弘前市民意識アンケート」では、「ＳＤＧｓという言葉を知ってる」市民の割
合が82.3％と、令和５年度の76.8%から5.5ポイント上昇し、８割を超える市民に認知されている
ことがわかりました。※無回答者を除く
令和７年度　弘前市市民意識アンケート集計結果報告書（速報）より

上段:回答数
下段:回答比率

年度

言葉も内容も
知っており、
実際に取り組
んでいる

言葉も内容も
知っている
が、実際に取
り組んではい
ない

言葉は知って
いるが、内容
はよく知らな
い

まったく知ら
ない

合計

411人 561人 438人 304人 1,714人
24.0% 32.7% 25.6% 17.7% 100%
439人 600人 495人 312人 1,846人

23.8% 32.5% 26.8% 16.9% 100%
232人 670人 518人 428人 1,848人

12.6% 36.2% 28.0% 23.2% 100%

「SDGs」という言葉
を知っていますか

R7

R6

R5

「SDGsという言葉を知っている」は82.3%（R7年度）

「SDGsという言葉を知っている」は76.8%（R5年度）
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